
１人１台端末の活用による実践事例 

学 校 名 岡山県立岡山操山高等学校 

実践者等 大久保達也 実践日 令和３年６・７月 

実践場面 

（教科・科目、学校行事等） 

国語・現代文Ｂ 

 

対象生徒（学年等） 普通科２年 

単 元 名 

（教科・科目の場合のみ） 

小説：中島敦「山月記」 

使用したアプリ等 Classroom、Forms、ドキュメント 

実践の概要（ねらい等） 

１．Formsを使った意見の即時共有 

２．ドキュメントを使った班での共同作業 

３．ドキュメントを使った個人レポート 

実践の内容 

１．Formsを使った意見の即時共有 

 授業中に、本文の読解を記述させるときに、

Formsを活用している（画像１）。利活用のポイン

トは、「即時」に「全員の」解答を「共有」できる

ことである。Forms の設定で、生徒が他の生徒の

解答を見られるように設定しておくことで、他の

生徒の意見を知り、自分の考えを深めることがで

きる。教員は全員の意見を発問後に確認でき、適

宜取り上げながら授業を進めることができる。同

じ事をするにしても、紙と集約の時間が必要なく

なり、授業を円滑に進めることができる。 

 

２．ドキュメントを使った班での共同作業 

 「山月記」の主題を考えるために、「人虎伝」との比較をさせる活動で、ドキュメントを活用した。

利活用のポイントは、紙を使わずに 1 つのワークシートに班の全員で作業ができることである。「人

虎伝」の口語訳が書かれたワークシートをドキュメントで作成し、Classroom で班に一枚配布した。

生徒には、ドキュメントの本文の担

当箇所の表現に、コメント機能を使

って、「山月記」との相違点を指摘さ

せた（画像２）。1 つのワークシート

に同時に作業ができるので、共有の

時間が不要となり、挙がった相違点

の意味を考えることに時間を多く使

うことができた。 

 

（画像１） 

（画像２） 



３．ドキュメントを使った個人レポート 

 ２の「人虎伝」との比較から、「山月記」の主題を文章でまとめるレポートを課した（画像３）。ド

キュメントのルーブリック評価機能を用いて、教員が「表現・構成」「主題の説明」「根拠の説明」な

ど、複数の観点で評価した。また、考察のための資料として、中島敦『古譚』の他の３作品を提示し

たが、その際も Classroom に「青空文庫」のリンクを貼ることで、紙での配布が省けた。今回は教員

による評価のみ行ったが、提出されたフォルダをクラスで共有することで、全員分のレポートが閲覧

でき、相互評価なども可能になる。 

 

 

参考となる HP等 
〈本事例の内容は次の動画でもご覧になることができます〉 

https://www.youtube.com/watch?v=4a7oLlC8o9l&t=4s 

 

（画像３） 

https://www.youtube.com/watch?v=4a7oLlC8o9l&t=4s

